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「ぜんそくはもっと良くなる」



25年前の夜間外来
毎晩のようにぜんそく発作の患者が運ばれました
不幸にして亡くなる方もいました。

1995年のぜんそく死亡・・・・6000人



アレルギーって何でしょう？

免疫（めんえき）・・・体を病原体から守るための仕組み



アレルギーって何でしょう？

本来無害のはずの物質に免疫が反応してしまう

アレルゲンダニ

室内塵

花粉



本日のお話

•「ぜんそく」ってどんな病気？

•ぜんそく治療の考え方

•ぜんそくはもっと良くなる



ゼーゼーする 咳が止まらない

呼吸できない

息苦しい

痰がつまる

苦しくて横になれない

「ぜんそく」ってどんな病気？



気管支ぜんそくとは

•気管支の炎症

•気管支が細くなる

→ゼイゼイ、呼吸困難、咳

ぜんそく予防・管理ガイドライン2018



平滑筋

粘膜

平滑筋が収縮

粘膜がむくむ
痰がふえる

気管支ぜんそくは気管支の炎症による病気

発作がない時でも炎症がある



ぜんそく患者はたくさんいる

•子供の約10%

•成人の約10%



発病・増悪因子

動物のふけ かびの胞子ダニ 室内塵 花粉

車の排気ガス
たばこの煙

感染
温度
湿度

疲労・
ストレス

アレルゲン



タバコを吸っている方は是非禁煙を

ぜんそく患者の家族も禁煙しましょう

家族の喫煙はぜんそくに良
くありません

御自身の健康のためにも是
非禁煙を



電子タバコ、加熱式タバコなら大丈夫？

•有害物質を減らしてあるとは言っています
が、、、

•これらの使用により肺の健康障害例が多数
報告されています。

•今までのタバコと比較した有害物質以外の
ものはどの程度あるのか「分かりません」。

•何十年使用した結果どういう問題があるか
「分かりません」。



平滑筋

粘膜

平滑筋が収縮

粘膜がむくむ
痰がふえる

気管支ぜんそくは気管支の炎症による病気

日頃の手入れで
気管支の炎症を抑えることが重要



ぜんそく治療の基本は吸入薬です

ディスカス

タービュヘイラー

エアロゾール

エリプタ

レスピマット

吸入ステロイドによる治療が主体です



気管支ぜんそくの治療

吸入ステロイド薬
長時間作用性β刺激薬
ロイコトリエン受容体拮抗薬
テオフィリン徐放製剤

短時間作用性β刺激薬
テオフィリン徐放製剤
全身性ステロイド薬

コントローラー： 発作が起こらないようにする予防薬

リリーバー ： 起こった発作を止める



吸入薬と内服や点滴との違い

吸入薬・・・吸入した部分のみに薬が行き渡る

妊娠している人でも通常に使用できるものもあ
る

内服、点滴・・・全身に薬剤が行き渡る

他の部分に作用が出ることがある

同じ「ステロイド」でも吸入剤と
内服や点滴は大きく違います！



薬剤について正しい知識・情報を！

•ステロイドは怖い、副作用が多い

→吸入ステロイドと内服、点滴のステロ
イドは大きく違います

•吸入剤は危険な薬

→どのような薬剤でも「乱用」すれば危
険です。正しい使用法を守ることは重要
です。



Q: ぜんそくには夜シムビコートタービュヘイラ
ーを吸入していますが・・・
よくなりません。

本来1日2回吸入する薬剤で
す。（効果は12時間程度）

きちんとした使い方をしなけれ
ばどんなに良い薬剤でも効果
を実感することはできないでし
ょう。



こんなことありませんか？

•薬についてきた説明書だけ読んで吸
入している。

•良くわからないので適当に吸入して
いる。

•きちんとやっているはずだけど余っ
てしまう。

•部屋に置いたまま。



クリームを塗って
手荒れ予防

毎日の水仕事で手荒れがひどい・・・

手が荒れてからクリームを塗っても
治りにくい

気管支ぜんそく治療の考え方



他にもこんな考え方があります

•虫歯になってから歯磨きをしても治らない

•日焼けになってから日焼け止めを塗っても良く
ならない

悪くなる前に予防しておくこと
日々の手入れが大事



最新の治療、未来の治療



アレルゲン

ダニ

室内塵

IgE

IL-5

IL-4

IL-13

アレルギー反応の根本を止める薬剤です



ぜんそくに対する抗体製剤

• オマリズマブ（ゾレア）（抗IgE抗体）

• メポリズマブ（ヌーカラ） (抗IL-5抗体)

• ベンラリズマブ（ファセンラ）（抗IL-5Rα抗体）

• デュピルマブ（デュピクセント）（抗IL-4Rα抗体）



現在開発中の薬剤、新しい治療

•抗インターロイキン13抗体（レブリキズマブ）

•抗インターロイキン17抗体（ブロダルマブ）

など多数の薬剤が開発中

•気管支サーモプラスティー

→気管支の筋肉を温熱で弱める方法

2015年4月から保険適応です



ぜんそく患者さんで・・・

・40歳以上
・喫煙経験がある
・ぜんそく治療をしても効果が不十分

是非「COPD」を考えてください





COPD

慢性閉塞性肺疾患
タバコなどで肺が壊れる病気

健康日本21で
2022年までに認知率80%

を目標としています
現在認知率25%→是非普及を！



発作の時に

●どのような治療をするか

●治まらなかったらどうするか

話し合っておきましょう

ぜんそく発作の時は・・・

風邪をひいた
タバコや線香の煙を吸った
温度や湿度の急な変化
→呼吸が苦しくなる、ゼイゼイする
咳が止まらない



こんな質問がありました

• もう手遅れですか？

•治らないのですか？

今からでも決して遅くありません。
禁煙すれば一日目から効果は出ます。
きちんとした治療で劇的に変わる人もいます。

成人になって発症する病気で治る（完治）する
ものは少ないです（高血圧、糖尿病、高脂血
症・・・）。でも良くすることはできます。


